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UNMANNED 無人駅の芸術祭／大井川 2022 における 

新型コロナウイルス感染拡大防止に向けたガイドライン 

 

UNMANNED 無人駅の芸術祭／大井川 2022 を実施するにあたり、主催である NPO 法人

クロスメディアしまだではすべての皆さまが安全に芸術祭を楽しんでいただけるよう、以

下の感染対策を行います。当芸術祭においては、屋外をメインとした作品設置が行われま

すが、一部の屋内施設やインフォメーションセンターにおいても換気の徹底など基本的な

感染防止対策を実施します。 

 

■新型コロナウイルス感染症対策の取り組み  

 

1 来場者の皆様へのお願い 

来場者の皆様にソーシャルディスタンスの確保、マスク着用、手指消毒、来場時の体調管

理といった基本的な感染症対策への協力をウェブサイトや SNS、会場などで周知します。 

 

2 芸術祭関連施設（作品設置場所等）の感染症対策 

屋内作品設置場所やインフォメーションセンターなどの芸術祭関連施設では、換気を徹底

するために必要な処置を講じ、状況に応じて人数制限を行うなど三密の回避を徹底しま

す。また、インフォーメーションセンターにおいては地域利用数の増加する日（月曜日）

を休館日として設定し混雑しない形での利用とします。 

 

3 スタッフ、関係者の感染症対策 

「新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置」の期間においては、芸術祭に関わる

アーティストやスタッフ、サポーターが PCR 検査または抗原検査を受診できる環境をつ

くります。また、検温をはじめとした体調管理を実施するとともに、作業現場や宿舎など

での感染拡大防止対策の実施を徹底します。 

 

4 イベントなどにおける感染対策 

来場者同士または来場者とスタッフの感染リスクを回避するように、定員の設定や検温体

制の構築、飛沫の拡散防止策などを講じます。 
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1 来場者の皆様へのお願い 

 

■手指消毒及びマスクの着用 

作品展示会場をはじめとした芸術祭関連施設に来ていただいたお客様すべてにマスクの着

用をお願いする。 

 

■ソーシャルディスタンスの確保 

作品展示会場をはじめとした芸術祭関連施設に来ていただいたお客様には、受付をする際

や鑑賞する際にソーシャルディスタンスの確保をお願いする。 

 

■3 密の回避 

作品周辺、インフォメーションセンター、駐車場等の空間等において、密集の回避への協

力をお願いする。 

 

■検温、体調確認の実施及び感染拡大防止対策の実施 

インフォメーションセンターに検温スポットを設置。37.5°C 以上の発熱または、体調不

良の来場者については入場をお断りする。 

 

2 芸術祭関連施設（作品設置場所等）の感染症対策 

作品設置場所は、屋外をメインとし、一部の屋内施設においても換気の徹底など基本的な

感染防止対策を実施する。 

 

■作品設置の屋内施設（駅舎、番宿等）での対策について 

作品設置のある屋内施設においては、換気を徹底するために必要な処置を講じ、状況に応

じて人数制限を行うなど三密の回避を徹底します。 

 

■インフォーメーションセンターでの対策 

インフォーメーションセンターにおいては、換気を徹底するために必要な処置を講じると

ともに、地域利用数の増加する日（月曜日）を休館日として設定し混雑しない形での利用

とする。 

 

■入館時の消毒の徹底 

屋内作品設置場所やインフォメーションセンターなどの芸術祭関連施設では、入館時の消

毒を徹底する。 
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3 アーティスト・スタッフ・関係者の感染症対策 

関係者の感染拡大防止のため、それぞれ以下の事項を遵守するよう依頼する。 

 

■アーティスト 

「新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置」の期間においては、県外アーティス

トによる滞在制作の事前もしくは宿舎入場時に PCR 検査もしくは抗原検査を実施する。

制作現場においては、こまめな手洗いと手指消毒を実施し、マスクの着用と咳エチケット

を徹底する。 

 

■スタッフ・関係者 

毎朝の体調確認と検温を行う。県外からのサポーターは、「新型コロナウイルス感染症ま

ん延防止等重点措置」の期間においては、県外滞在初日に抗原検査キットでの検査を実施

する。 

 

■アーティスト・スタッフ等において、発熱、体調不良等感染の疑いが認められた場合 

アーティスト及び関係者が行った検査で陽性反応が確認された阿合は、活動には参加せず

帰宅頂き、本人居住地の医療機関等での検査等を促す。また発熱など体調不良が確認され

た場合は、保健所、医療機関の指示に従い対応する。 

 

4 イベントやパフォーマンスなどにおける感染症対策 

屋外での実施をメインとするとともに、マスクの着用、手指消毒、換気など基本的な感染

防止対策を講じながら実施する。 

 

■パフォーマンス公演等の集客イベント 

来場される方のマスクの常時着用を求めるとともに、屋外での実施を中心とする。屋内実

施においては、定期的な換気とともに、ドアノブなどの接触機会が多い場所は定期的に消

毒する。 

 

5 活動制限の判断基準 

新型コロナウィルスの感染拡大状況及び感染者が確認された場合の活動制限等の対応は、

「別表」を基本とする 
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「別表」 

 

 

※上記内容は、記載されていないケースなど必要に応じて協議のうえ随時更新する。 

   

 

 判断基準 

（レベルⅢ） 

県に緊急事態宣言

が発令された場合 

 

・静岡県及び島田市、川根本町の対応方針に沿って、運営全体につ

いて協議のうえ、芸術祭の開催及び作品公開の可否（開催の中止、

一部公開中止）についての対応を決定する。 

（※県独自の緊急（非常）事態宣言を含む） 

（レベルⅡ） 

県がまん延防止等

重点措置地域に指

定された場合 

 

・静岡県及び島田市・川根本町の対応方針に沿って、完成防止対策

の徹底を実施する。 

作品制作 〇 

作品公開（鑑賞） 〇 

イベントパフォーマンス △※協議の上決定 

サポーター活動 △※募集範囲は協議の上決定 

 

 

（レベルⅠ） 

他都道府県に緊急

事態宣言が発出さ

れた場合 

・他県からサポーターを受け入れる場合は PCR 検査または抗原検査

を実施の上で受け入れる。 


